
磐⽥市⽴総合病院

診療実績
外来 ⼊院

1⽇当たり
外来患者数 ⼊院⽇数 1⽇当たり

⼊院患者数
1⽉ 36 102 3.3 
2⽉ 40 138 4.9 
3⽉ 39 154 5.0 
4⽉ 35 181 6.0 
5⽉ 35 172 5.5 
6⽉ 36 159 5.3 
7⽉ 35 211 6.8 
8⽉ 40 251 8.1 
9⽉ 41 254 8.5 

10⽉ 36 165 5.3 
11⽉ 41 152 5.1 
12⽉ 44 162 5.2 

年間平均 38 175 5.8 

病床数 500床
常勤医師数 4名

指導医数 2名
⾮常勤医師数 1名

外来コメディカル 4名
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業績

病院の歴史・コメント

歴代正規職員(敬称略・順不同)
(当院⼈事記録に残る限りです。記載や内容に不備・
不⾜がございましたら、何卒ご容赦ください。)

学会発表
発表⽇ 学会名 筆頭演者 演題名

2025/4/13 第134回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会学術
講演会 服部⼤地 上部消化管内視鏡で偶発的に指摘された下咽頭原発

悪性リンパ腫の⼀例

2025/6/14 第49回⽇本頭頸部癌学会 服部⼤地 上部消化管内視鏡で偶発的に指摘された下咽頭原発
悪性リンパ腫の⼀例

2025/10/25 第136回⽇⽿⿐静岡県地⽅部会学術
講演会 服部⼤地 輪状軟⾻切開にて気管内⾁芽が⽣じた⼀例

磐⽥市⽴総合病院の歴史は、1945年（昭和20年）に開設された旧陸軍病院
（⾒付臨時分院）を前⾝とし、1946年（昭和21年）に国⺠健康保険組合⽴磐
⽥病院として引き継がれたことに始まります。
1952年（昭和27年）12⽉：市⽴磐⽥病院として開設（磐⽥市中泉）。内科・
⼩児科・外科・整形外科・⽪膚泌尿器科の体制で発⾜。
1955年（昭和30年）：⽿⿐咽喉科を開設（初開設）
1970年（昭和45年）：磐⽥市国府台に新病院建設⼯事が竣⼯し移転（鉄筋コ
ンクリート5階・地下1階、計314床）。
1983年（昭和58年）：⽿⿐咽喉科を開設（再開設）。あわせて総合病院の名
称承認を受け、「磐⽥市⽴総合病院」に改称。
1998年（平成10年）5⽉：現在地である磐⽥市⼤久保（当時・⼤藤地内）へ
新築移転。病床数500床、⽿⿐科を含む16診療科体制。
2009年（平成21年）4⽉：救命救急センターに指定。
2010年（平成22年）4⽉：がん診療連携拠点病院に指定。
常勤医も2名体制から徐々に増え、現在4名常勤で⽇々業務に勤しんでいます。

鈴⽊ ⼀元
岩崎 聡
⽊下 吉史
丸地 孝昌
浅井 美洋
三澤 清
加藤 賢
⽔⽥ 邦博
新村 久美⼦
⼤川 靖弘
林 理佐⼦
中⻄ 啓
今井 篤志
⼤久保 亜季

⽊下 佳奈
細川 誠⼆
橋本 雄⼀
⼤嶋 吾郎
森 泰樹
⼭⽥ ⼤貴
泉 智沙⼦
松⽥ 慈
⽟腰 明⽇野
⼤⽯ 宏⻁
服部 ⼤地
新村 ⼤地
⼤野 智⾥


